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積極治療

．三大栄養繁のエネルギーバランスに優

れ、長期栄養管理に適します。

・味、香りが良〈、経口投与にも適します。

使 用 上 の 注 意 （抜粋）

l一般的注意 ・本薬を用いて調製した液剤を術後

に投与する場合、 胃、腸管の運動機能が回復し、

水介の積取が可能となったことを確認すること。

2次 の患者には、水分の補鎗に注意しτ慎重に投

与すること ・昏睡状態の患者・意識不明の患者・

ロ渇を訴えることのできない患者 ・腎障害のある

患者・高魚を伴う患者

・その他の使用上の注意については、添付文書をこ’

参照下さい。

発売元

£r.，同通エーザイ株式会社
司~ 東京都文京区小石川4-6-10

販売元

W凶 ；，5(~；~~；4rs~株式会社
製造元

.JL.姦京季l業餓武会社
向山；；；； 東京都品区芝5-33-i A Ks 9311 選夢2：；~：・：！！：，.
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WITH BACTER! CI~AL 
EFFECT良好な組織移行と強い殺菌力

m
E

V
A
 

（
h
E

，g
旧

捌、．4

引

い一

期・’5
五

物

E

．0山
市
咽
，

g
汁

尉・・
3
3
g
v」

一ω
．r2
5明

h
a岡町
O
O日

ゼ
圃

4
用
周
知

初
旬
諜
即

（埋一四

・特にグラム陰性菌及ぴ嫌気性菌に広い抗菌スペクトラム，強い抗菌力を示し．

殺菌的に作用する。

・各種体液内．組織内への移行が良好である。

・副作用は2.12%に発現し．その主なものはアレルギー症状と胃腸症状である。

・使用上の注意（ー剖叫粋） ＠ー値的注意 （I）ンヨツクがあ勺われる

おそれがあるので。＋タテな問t舎を行うこと．なお，夢前に度膚反応そ実施する

ことが望ましL、.(2）νヨツク発現時に救急処置のとれる準慣4をしてお〈二じ

また，役与後患者を安静の棋態に保たせ＋分な観察そ行ヲニと.(3）肱酒

により．顔面紅訓 eじ博冗遮． めまい 頭痛．喧気帯があ勺われることがあるの

で投与同問中及ぴ役与後世なくとも1週間t~献酒各避けること． ＠型的血

者には投与し伝いニと （I）本淘lの成升によるンヨツクの既往歴のある愚者

(2）リドカイン悼のアニリド系局所麻酔Allに封し過融症の既往歴のある愚者

（本付の右隅，在はリドカイン令官有している）（筋，玉用にのみ記載） ＠衣の

患者には投与しない二と争原則とするが，特に必要とする場合には慎重に撹

与すること 本剤の且骨互はセフェム系抗生物質に討し過敏症の既往歴の

ある愚者 。抵の愚者には情置に投与すること (I）ベニシリン系抗生物質

に封し過融底的既往歴のある患者 （2）本人互は両線．兄弟に気管支噛

阜先高~. 贋麻疹専のアレルギ 症状を起こしやすい体質そ有する愚者

(3）高度の腎陣替のある串者 （4）経口県園田不良な愚者互は非経口常聾

の愚者I高齢者I全身杭懸の悪い愚者（ビタミンK欠王症状があ勺われること

があるので観察を＋骨に行うこと．） ＠劃作用 (I)γョyクまれにYヨツク.. 

起こすよ＜•＇あるので． 観策を卜骨にl'f«，症状がめらわれた砧告には役与を
中止し，，直切ケ処置令行うζし（2）過酷liE ~~疹 胡麻疹，苑砕 橿樺ー 発再住
専が~~われた場合に11N与..中止すること. (3）腎臨 まれに忠性腎不全等

の車問な腎P依存があらわれることがあるので。定期的に倹l'l'>-Jtうなど観寮を

l骨にiT＇＂拠常が必め句れに場合には投与を 中止し必切な処置を行うこと．
( 4 ）血壇まれに汎血時時'.J-•.i8血性質血 三にときに賞血間位時減＇.！＞，血
小概減少、 H殴LR噌 ;t プロトロンピン時1111嵯且があ匂われるこtがめるので．

R常が必め匂れた場合にl;I.投与守中止し必切な処置を行うよし（6）消化”

まれに伯聴↑t大問先市町血便ぞ伴う車篤な大腸斑がめらわれることがある．

純絹．明凶の下酬がゐらhttt：•品告には直ちに役与をデ中止するなど適切な処
置令汁うこ！＿，；た．ときにFレ唱吐． 宜lil<不信．下痢専がめらわれるよtがあ

る (7)呼唖揖まれに姥叫．暗唱，呼唱囚凪．胸部X線拠常。併政時噌多等

をflうi::1質性肺炎， PIE出陪r.r唱があらわれるこtがあるのでニのような症款

があらわれた場合にはほう合中止し副腎皮質ホルモン剤の役与等の適切

な処直削了うこ！... （制度庸 £れに中お性表庇IJ'HE疲 （Lyell症候群）がめら

わ川ζkがあ？ので。ニのような症状がめらわれた場合には般与を＇ i＂止し，岨
切な処日4・，，フこと

〔資料E膏求先〕 塩野義製薬株式会社製品部 干553大阪甫福島区積，州5丁目 12-4

・ 薬 価 基準収蔵 ・ 「効能・効果；，r用法・用量J，その他の「使用上の注意；Iこついては， 添 付 文 書をご参照ください。
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G-CSF製剤

ヲヲ；；j主射液75・150・300

1.好中球を選択的に増加させ、その機能を高めます

2.癌化学療法＊による好中球減少状態を速やかに

回復させます

3.再生不良性貧血に伴う好中球減少症、先天性

好中球減少症等においても有用です

4.副作用の主なものは骨痛と発熱です

l効能・効果l
＠ 骨筒移権時の好中球数の増加促進

＠ 下紀疾患におけるがん化学療法による

＠ 。
＠ 

好中球減少定 悪性リンパ腫、急性白血病

肺癌、卵巣徳、畢丸撞場、神経芽細胞腫

骨髄異形成註候容に伴う好中球減少1IE

再生不良性貧血に伴う好中球威少を

先天性・特発性好中球減少症

l使用上の注意l
1一般的注意

I ｛＞；押＇1"1121J.1'f'i•l.k減少昨並行に限，Lする
ニζ 2 ｛.制Ii'r <I•.；主則的。：血A械 111!: j 

l 店、書II ";!f 'i•Lま 1(1:tn.LJ<11,1w1 加しいよう
｜合J,fEするニと必世Illの刷加が.2.め，，ill、
川合；J··~ ：，：、IHなtvJ岨切な処；，，をtること
3過敏J,j＇の1.i:r；むをl’訓するために他JfJ,:f干して
,J.htな1::1.占－！＇!rうとと ら 1：あらかじめ 1!.,h~lぇJ,j:• 
• t取＇？： 11う.：.＜が守1まい＼ j台＇Afヒパlf,!,lによ
る If ’ l•LR減少佐 .＇l＇ 円に lj して.:tがA化 f•lf.i.l削
ねりf長から｛，（刊を11 日 L 乙 Alヒ（：ff.f,Ll~I 始！Vi

5.使いやすいアンフ〉レ入り液剤です
＊悪性リンパ腫、急性白血病、肺癌、卵巣癌、事丸園調臨、神経芽細胞趨

の11'J .:t,!!. tるこt 511'1·削 'l•＇.形成 J,j•候 Hfの7
h 牙<l<W1 加を fl う的 ~·11列：.w悩ttr 1 l血仙への

it i rの危険刊が.，，，られてL、ることかL，、本却lのf1k
llJ::i~c' して，ifjJf｛甜l胞に勺いて川、itro て ZLR 
コロニーのWI~II がヰめられないニとを路 ..21' るよ
と恥：211Hltll何f1IlaJi, ［・円（がIdヒ＂｛＇Ji,i,l
／）.び1'1-佃iftl;l1 の場｛tlてa 本却lの f•kl!J に L !r_ 

ち ti-取~II胞に勺十て in 、 1tro d取により4例中lj
oれによるfI ＇自l ＇内細胞の司•ilJllの if 匝を停dするこ
とまた．七阿lli'Jに血，（Zf主1rl.l.t,'1'l髄険11をii
l ~·球ν） ~j ~IIがdか，1.f~I品 it に，j ｛＜巾lのn
’r'?:'•l11I するニ t •n~にn リするI品介、；；i
t草原を lうfi-ifl 中1 中・：／~りするよζ

2次の患者には投与しjないこと

I ｛＞；巾J..<:t I也の抑制球コロニー形成判。.1111.1( 
M昂lに過敏拍の－＇~＇ II 12J1・1・悩中の非 LRが｜ η

品世してL''•"'H他門（ I 曲l的の恐円 ／）.ぴよ付iilll1向
'(1に1'i処却 l:Rの..:i.められるfi仙刊 fl耐ll内の世れ

1次の患者には慎重に投与すること

l,lt相3品敏叫のl『it.Iiiのある＇l＇円

12'7レルキー，.hlkiのある忠円

4副作用

II 皮膚 tさに）~j1; 、 l~·h＇ があらわれるこtがある。
2 肝臓 c~I: S GO丁、 S~GPT の UI－があ匂わ

れるよtカaある 1.JJ消化器 ＜~にJ巴L白 恥日｜ーがあ

らわれるζtカiある。 141筋・骨格系 1Hi1.まにt
:.1:1要向、胸側、 l~l 節Mがあらわれるこtがある。
5その他 AiP LDHS UI－.また、tきに発熱．

~（（柏．憎む店、 ~111子、 14<~主｜叫 、血 ； ，·， クレアチニ
ンIHカιあらわれるζtがある

上！~以外の使用上の注意は添付文書をニ・覧下さい。

販売元・ 資料請求先

三接指 訳書詰
〒104東京都中央区銀座2-7-12

製造元

殿麟麦酒株式会社
〒150東京都渋谷区神宮前十26I 

92 4 
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1.好中球を選択的に増加させ、その機能を高めます

2.癌化学療法＊による好中球減少状態を速やかに

回復させます

3.再生不良’性貧JfILに伴う好中球減少症、先天性

好中球減少症等においても有用です

4.副作用の主なものは骨痛と発熱です

5.使いやすいアンフ〉レ入り液剤です

＊悪性リンパ腫、急性白血病、筋書里、卵巣癌、事丸腫湖、神経芽細胞腫

G-CSF製剤
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凪
庁
け
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F
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'2 Tレルキームl人lのある忠円

4副作用

II皮膚 ときにit1長、 ！t・h＇があ匂われる二tがある
12肝臓 出に日 GOT、S-GPTのI）／.があらわ

れるこtかある (:Jr消化器 tきに：／H・・取りがあ

L，われる二とがある II筋・骨格系付術、H:.l

;'.-1二月曜柏、胸仙、！日！Ji'ii'il1fiがあらわれるこtがある
1:;1その他 Ml'、LDHSI ~UI：一日に i1 ：’h
M自力（1‘l!t-C.！志、品川f,14'~i I ~I 、血 ；，•， FレTチニ

ノ I＼／ヵ・あらわれるこtがある

上記以外の使用上の，主意は濡付文書をご覧下さい。

販売元・ 資料品求先

三謀格訳書誌
干104東京都中央区銀座2-7-12

j
－
 

4
A
L
M河

AA
Z
一小

式
閣

件
木

町

4
A
1
 

E
1
谷

コμ仁
府
守
山

麦
淵
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崎
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八

日

製
臨
批
〒

。）怜’J:.t.，！！！げる二こ '>i'l-llilll"t形11¥.i,y ~主 i:rのう

ち、見！；／（附加をIIフ仇叩仰／.Hi!lill刊f1曲ll・内への

ft i I の危険↑1が ~11 リ Hていることカ’り 4、制り1世

1111 ：町、して ： .1.n~（細胞にr八、て 川 、 i tro で品球

コロニーのm/Jllカ＂占的，， れないニ！：！，：’w ，~.寸るこ

t“2刊H随ti( I Jill J，~ I[・ I¥ IかA化1・ll.」，1:‘
／）. ι竹l!ifJfHl1 のI弘：~）て辻本削の（·~Il l に 'It.;(

ち＇ Ji.Ji （制II~包について 111 、 1tro ,,¥!Hにより4月tj中lj

1！＇（による f11/[j，内制胞の川制lのIi皿を附Jするこ

!: He、，仁m111’・JI：血液I主計I}(ひ1'111U検f「＇＜＇ii

l• ， 司 Jiの附加が必められたI品 ：~に :t.. ＋、内lの股

りを1/•11 するこζ 7小児に役り寸るI品fト二ム

111•/1<- I・げに/fl、↑f’市に11うするニと

2次の愚者には投与しないこと

I ｛•却I Ci他のf!il:rLkコロニ－ ffJJil<.i•IJ.!'(i>.I (-

M印lに過敏叫の世円 ·211t制中の ~LIゅ：｜ーす

減’Lしてt•ljl イii凶！'II' I 血仇の世円改び~. 1r1111t.r~

』 I• に 1'i仙河 Lk＂），~.的 1',1t~·1’f仙刊「 l 血的ν）忠円

3次の患者には慎重に役与すること

Ill均過敏l,j•のi呪 11 11;1 のある ＇［· 円

l効能・効果1
0 骨髄移植時の好中球数の増加促進

＠ 下記疾患におけるかん化学療，去による

好中球威少症 悪性リンパ腫、急性白血病

肺癌、卵巣癌、畢丸腰痕、神経芽細胞鍾

骨髄異形成症候群に伴う好中球減少症

再生不良性貧血に伴う好中球威少症

先天性・特発性好中球減少症

＠ 。
＠ 

［使用上の注意1
1一般的注意

I ｛.削り11'1,.Jllii/1 ！~（減世1;, ！と布に似，Lする
ニζ 2 1-制n'l'i ’： t.仁川 （／＇·］ に肌 ii~ 険行士＂

l ι世UI り川＇／•！JI( 11/nl:Iりか押I~JI しなL ょう

｜づr.i・:J.するニ！： ＜＇.・叫 lJIのJ('／加カ..~.めんれた

場介。； .•\ :,: fl、1など心岨UJな'('.l;1；をとる二と

3，白敏l;Eり1;_1,i;：を f-,J11けるたのに．他Illに附して

.11・うfなi::1，きを’irうこiいーあらかじめ戊1内Iぇl,i;.

”A射をflう二iか中まLい I !1• ／， 化／l//,l にふ

る＇1f•I ’ J;Ji減 j.·J,j 'l＇.円 t二I札τはかん｛ヒ j僚は、巾l

1111 i主九九本内怜nUしが八｛ヒ，.. ，かよl≫I射.i1i1 q;i 



日本外科宝函購読・投稿規定 （平 3. 11. 改正）

本誌な毎年 l月，3月， 5月， 7月， 9月および11 

月の各月 l日に発行する．状況により臨時婚刊を発

行する
ニ予約購読料は昭和56年度より年額6,000円（送料を

含む）とし， 分売は l冊1,500円とする目予約購読

希望者は 1年間購読料を添え日本外科宝函編集室に
申し込まれたい退会の申し出がなレ限り．そのま

ま，自動継続となる
渇較論文の著者および共著者は本誌子約購読者でな

ければならない．
に段階原稿；工編集者lこ.t.;L 、て必要と認める場合，加筆

・訂正することがある
，和文原稿は400字詰原稿用紙に横書きとし，新かな
づかいを用いること．なお，ワート プロセ ッサー使
用の場合は， 1行20字× 20( =400字をもって Ift 
とし，一行おきにプリントすること
欧文原稿i工， タイプライターあるいは，欧文専用の
ワードプロ セ yサーて作成する．

原稿の長さはおよそ下記の限度とし 和文原稿には
欧文表題および欧文抄録，欧文原稿には和文表題お
よび和文抄録を添付されたい．
原著論文，綜説．臨床， 400字詰40枚以内 l図表共）
症例報告，研究速報， 400字詰15枚以内（図表共）

」原稿の用語中，欧文固有名詞の頭文字は大文字を，
数字は原則としてアラ ヒア数字を使用し，日本語化
した外国語は片かなて令書くこと， 欧文中の人名には
アンターラ インを引くこと（文献を除く）．

J 数量の単位i:l.下記の例による．
例.m, cm, mm, ml, kg, g, C, μ,%,pH なと

Kev words日本語，英語のそれぞれ 5語を選定 L.
表題の下に記入するこ と．また欧文で文献請求宛名
(Present address）を記入されたt、 著者の所属は正
式名称に従われたい

(_,f希画，図などは白紙または青色方眼紙に黒で清書し，
直ちに凸版製作可能の状態で送付されたト（学会発

平成 4年 2 月 20目印刷
平成 4 年 3 月 1 日発 行

表などのスラ イド原稿は，太字を用いることが多い
ため不適当である）．その挿入位置は原稿に記入の
こと．

二表，写真などは，すべて別紙に記入もしくは添付し，
婦入箇所を原稿に記入のこと．

Jヲ｜用文献は一括して原稿末尾に記載する．原則とし
て引用した順に並べること，著者名は3名までと
その後はその他として省略する．

例
1) Faris TD, Dkihans AJ, Marchioro TL, et 祖国

Radioisotope scanning in auxiliary liver transplanta-

tion. Surg Gyn Obst 123：・ 1261-1273,1966. 

2）三宅 儀．副腎皮質ホノレモンの誤u定と臨床．最新

医学 6:769-782，昭26. .~ 
3) Sissons HA: The growth of bone. In Th~！ 

Biochemistory and Physiology of Bone edited byi 

Bourne. GH. New York, Academic Press Inc 1956,.i 

p. 72. j 

4）所安夫。脳腫蕩．東京，医学書院，昭34.
5) WolfS, Wolf HG: Human Gastic Function, London, 

Oxford University Press, 1943. , 
？掲載料は 1頁欧文10,000円．和文9,000円，図表，i

写真， アート紙の使用コロタイプ，カラー図版な時
は著者の実費負担をする

r ，引l刷希望の場合は，投稿と同時に希望部数を申し込
まれたい． 別刷は l頁20円を申しうける．

三原稿，図表は必ずコピーを一部添付し送付されfよいι
J原稿は完全なものとして御送付願いたい．著者校唱
の際における加筆訂正は認めない． 調

。原稿は書留郵便で下記編集室宛に送付されたい．原
稿が当編集室へ到着した日付を受付日とする

シなお原則として原稿は返却しない．

干606京都市左京区霊護院川原町54

京都大学医学部外科整形外科教室内

日本外科宝函編集室宛
TEL (075) 751-3659 

京都市左京区聖護院川原町54

編集兼発行者 小 津 和 恵

京都市上京区下立売通小川東入

印刷者中 西 亮

京都市上京区下立売通小川東入

印刷所 中西印刷株式会社

京都大学医学部外科整形外科学教室

発行所 日本外科宝函編集室
代表者 小津和恵

（振替口座京都←3691)

本誌に掲載された論文の無断転載を禁じます．
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1.好中球を選択的に増加させ、その機能を高めます

2.癌化学療法＊による好中球減少状態を速やかに

回復させます

3.再生不良性貧血に伴う好中球減少症、先天性

好中球減少症等においても有用です

4.副作用の主なものは骨痛と発熱です

5.使いやすいアンフ〉レ入り液剤です

＊悪性リンパ腫、急性白血病、筋癌、卵巣癌、 S丸掴班、神経芽細胞趨

ヲヲ：d
j王射液75・15-0・300

G-CSF製剤

1217レルキ ーム［k［のある·＇~＼円

4副作用

I 皮膚 tきにjti室、 fUi；かJi（，われるこtがある

2肝康 tきに SGOT.,, GPTν・）I ＼／かか，h

れるこtがある 13消化器 上きに士心恥日iかh

匂われるこtがある ~ l筋・骨格系 H両fl.JI:.: 
告に腰M. 胸柏、 l~J 節制があらわれるよtがある
5その他 AeI'. LDHS I ＼／、まに臼！こll!I

iii愉‘倦む守、利作、以前 I ＼／、血，，•，タレ 7乎ニ

ンIH-11＇あらわれるニtがある

販売元・ 貸料詰＊先

三接穂訳書誌
干I04東京都中央区銀座2-7-12

上記以外の使用上の，主意は添付文書をご覧下さl¥
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且
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日

製

直
助一
T

のl~ ＇J·は怠けるよし（51竹細災形成1tl＇隙併のう

ち‘ ~－ !:j(増加をjµう柄引j~Jlj.什慨l性fl血病への

移行の危険性が知勺れている二tカ目 （，＿ 本削の （1~
HIに除してはほ以細胞につt、て in円troで井球

コロニ の増加ヵ・4め句れない二tをl'f(.l'.、するよ

t 161:2.刊4 什随性fII血病，＇~＼ ？＇；（カ白 A化 （lf.lcl

及び什髄！~ft/I の場合）では本市lの f止 HIに止 If.
i,.nn＜制胞について in¥'itro d験によりイト却l蜘l
ciiによる白血病細胞の噌加のイI匝を篠dするよ

uた‘；E則的に血病険1i及び1't他険11をIf
い、見一球のI骨 hll カ＇.！！.め句れた場合1:1J.. 本削のI~

'Jを'i’止するよし（7）小児l：役う寸るt持イ？には、

m;iをト分に1fl、f良市に絞らするニt
1次 の患者には投与しJないニと

(J)..j、剤）.（よ他のfiit-1球コロニー形iilc.刺激l叫l

製剤に必敏Iii＇の忠行（ 2）廿制＂＇ のlf!:j(が｜分

減少してLウt・1't!t4!刊fl血病の忠円J止ひ-l-!fi1fit≪I

'i’に1't随lf球のdめられる什恨jt1(l血的の＇［・れ

1次の患者には慎重に役与すること

(I）品物過敏佐の既iJ：，鰹のある＇l＇円

［効能・効果］

＠ 骨髄移値時の錦中球数の噌加促進

＠ 下記模患におけるがん化学療，去による

好中球減少症 悪性リノパ腫、車性白血病

柿箱、卵巣積、畢丸腫簿、神経芽細胞腫

骨筒異形成症候群に伴う好中涼減少症

再生不良性貧血に伴う好中涼減少症

先天性・特発性好中球減少定

＠ 。
＠ 

l使用上の注意l
1一般的注意

l ·Hi＇／のl~11:H川l!:j(減少使世目に限どする

二tr211，月1/j止＇J'i＇は，L則的に血，｛t検1tをlr

い i!'.·~U lのif1/1!:j(((J血球）がIf)加しないよう

｜守！iiE寸るよt必要IHの増加か.＆.められた

叫介l.t、i凶！λ1本且などの適切な処；町をtるこt
131，／；＼敏11i＇のjぇ1,t;(rf-吊11するために、佐川に除して

,J.／－分なi::i固まを1rうtU,1：、））C，かじめI！＜肺以r,t• 
.c¥併をflうこtが'-l'Hい ！わがん化「lf.lclによ
る針1/1!.fi減少！：！＇.＇［・ ル：J.tlてはがA化r僚はi¥<J

!2'1 ！去カ・ら本剤をI~ 'i しがA化f世leよi時／￥.；rlii
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一般名：フィJレクラスチム（i宣伝子組燦え）

（指）（要指）GRAN lnj.・健保適用品

l効能・効果］

＠ 骨髄移植時の好中球敏の唱加促進

＠ 下記疾患におけるがん化学療法による

好中球減少症：悪性リンパ腫、急性白血病

肺癌、卵巣癌、事丸鍾自白押経芽細胞腫

＠ 骨髄異形成症候群に伴う好中球減少症。再生不良性貧血に伴う好中球減少症

＠ 先天性・符発性好中l求減少症

［使用上の注意1
I 般的注意

14'- 剤の段与：Hf~·kl<減少ft!l'. ri－に限定する

こtt 本剤I~ 't•!•:t定期的に血f高検 1fHi
＇＂必要以上のり，，，涼（（ 1 血尿）カ1 1l'in11 しなl•ょう

卜分d：立する二t 必＇／！..＇以上の~'!nilが;Ji.められた

地合iム減抗、1本来などの必切な処ilii'＜る二L
3,7ナフィラキン－＇＼の過敏促状カ d起こる可能性

:i1；，仁てきい・ので、ニのよフな l~，｛tに ，Miー ちにn

りを•I 』 ti· し 必切な処；1： を iiうよ＜ :11~旬、 過敏1,i：芹
のJJ:応を （－，則するために、使用に際しては卜分主

1::iみをIrう1:1：もにあらかしの本剤による皮哨l;(J,C.

1.好中球を選択的に増加させ、その機能を高めます

2.婚化学療法＊による好中球減少状態を速やかに

回復させます

3.再生不良性貧Jfllに伴う好中球減少症、先天性

好中球減少症等においても有用です

4.副作用のtなものは骨痛と発熱です

5.使いやすいアンプル入り液剤です
＊悪性リンパ腫、急性白血病、肺癌、卵巣煙、事丸Ill湾、字申経芽細胞腫

ぷ験士行うζtヵ ＇＂！！. ましい。 l ~ Jがん化学療法によ

るHιI•球減少佐．世丹に片してはがん ft’F療法j甲l
I~ ’j 後から本剤を投うしがん化 i'lf.l法附始前

の投写Ii道けるこ＜ 151tr他出；形成症候群のう

ち、非疎地加をflう病型i刊はtl髄↑宅白血病への

移行の危険性がl.uられてi、る二tから、本市｜の使

Illに際しては保収納胞について川 vitroでよ！＇kl<
コロニーのI骨加が4められないこtを佐d寸る二

t 161 ：~、性什髄性白血病忠布（がん化’F療法
t;_ぴ什他移附の場合）では本剤の使mに克也

丸採取細胞について invitro d験により本剤刺

激による（I血病細胞のJill削lの有無を確認するこ

とまた、定則的に血&iI責任＆び什髄検査をii'
い．芽El<の ll'i加が認め句れた場介にIi、本町！のI~

’H"i＇止するζt 1 7 1小児にI~ うする場合には‘
観察を｜分にi r <·t呉 市にI~ 'i・ するよし

2次 の患者には投与しないニと

l本剤，.（（if,血のffl粒球コロニー形I&刺激肉 F
'11i¥tlに過敏佐の世目12・竹髄＂＇の芽球が卜分

減少しむ、なl・fl・随性fl血病のfR及び車問的t&i
•I • に1·；－恨1 !f!;J<のdめ句れる什限i性 fl血病の也目

3次の患者には慎重に投与するニと

l主物品敏症の既it!ftのある忠丹

(21アレルキー主因のある忠呂

4副作用

Iiショックンヨツクを起こす＂r能性1;1.;§;tτーなν

のて観察を卜分1:ir＜＂県庁：が認められた場合

に」校りを中止し必切な処択を行うニL121直膚

ときに i~疹 I~赤があbわれるニtがある 131肝臓

tきにSGOT. S-GPTの（－flーがあ匂われるニtが
ある 1 1消化器 tきに •／！＇.心 ・ 曜日上があ匂われるニt

b・3うる 51筋・骨格系 tfliil.まt：‘tきに腰編．胸

編、関節前riがあ匂われるニtがある。16）その他 Al

-P、LDHの卜町、また、ときに先物頭痛、1害志匹、
制作 ，... ~主 上 fl. 、 血清クレアチニン UI－，があ~h

れるこtがある。

上記以外の使用上の，主意（;t添付文書をご覧下さい。

販売元 資料請求先

言接穂訳書誌
干104東京都中央区銀座2-711 

製造元

牒麟麦酒株式会社
千150東京都渋谷区神宮前626 I 

9210 



日本外科宝函購読・投稿規定（平.3. 11. 改正）

O本誌は毎年 1月， 3月， 5月， 7月， 9月および11
月の各月 1日に発行する 状況により臨時増刊を発

行する．
。予約購読料は昭和56年度より年額6,000円（送料を

含む）とし，分売は 1冊1,500円とする．予約購読
希望者は 1年間購読料を添え日本外科宝函編集室に
申し込まれたい．退会の申し出がない限り，そのま

ま，自動継続となる
0掲載論文の著者および共著者は本誌予約購読者でな

ければならない．
0投稿原稿は編集者において必要と認める場合，加筆

・訂正することがある．
0和文原稿は400字詰原稿用紙に横書きとし新かな
づかいを用いること．なお，ワードプロセッサー使
用の場合は， 1行20字x20Q =400字をもって l枚

とし，一行おきにプリントすること．

0欧文原稿は，タイプライターあるいは，欧文専用の
ワードプロセッサーで作成する

0原稿の長さはおよそ下記の限度とし，和文原稿には

欧文表題および欧文抄録，欧文原稿には和文表題お
よび和文抄録を添付されたい
原著論文，綜説，臨床， 400字詰40枚以内（図表共）
症例報告，研究速報， 400字詰15枚以内（図表共）

。原稿の用語中，欧文固有名詞の頭文字は大文字を，
数字は原則としてアラビア数字を使用し，日本語化
した外国語は片かなで、書くこと，欧文中の人名には
アンダーラインを引くこと（文献を除く）．

O数量の単位は下記の例による．
例： m,cm, mm, ml, kg, g，℃，μ，%， pHなど．

0Key words日本語，英語のそれぞれ 5語を選定し，
表題の下に記入すること．また欧文で文献請求宛名
(Present address）を記入されたい．著者の所属は正
式名称に従われたい．

0挿画，図などは白紙または青色方眼紙に黒で清書し，
直ちに凸版製作可能の状態で送付されたい（学会発

平成 4年 6月 20日 印 刷
平成 4 年 7 月 1 日発行

表などのスライド原稿は，太字を用いることが多い

ため不適当である）．その挿入位置は原稿に記入の

こと．
0表，写真などは，すべて別紙に記入もしくは添付し，
挿入箇所を原稿に記入のこと．

0引用文献は一括して原稿末尾に記載する．原則とし

て引用した順に並べること，著者名は3名までとし，
その後はその他として省略する．

例．
1) Faris TD, Dkihans AJ, Marchioro TL, et al: 

Radioisotope scanning in auxiliary liver transpl阻 ta-

tion. Surg Gyn Obst 123: 1261-1273, 1966. 

2）三宅 儀：副腎皮質ホノレモンの測定と臨床．最新

医学 6:769-782，昭26.

3) Si日sons HA: The growth of bone. In The 

Biochemistory and Physiology of Bone edited by 

Bourne. GH, New York, Academic Press Inc 1956, 

p. 72. 
4）所安夫：脳腫蕩．東京，医学書院，昭34.

5) WolfS, Wolf HG: Human Gastic Function, London, 

OxおrdUniversity Press, 1943. 

0掲載料は l頁欧文10,000円，和文9,000円，図表，
写真，アート紙の使用コロタイプ，カラー図版など

は著者の実費負担をする．
0別刷希望の場合は，投稿と同時に希望部数を申し込

まれたい．別刷は l頁20円を申しうける．
0原稿，図表は必ずコピーを一部添付し送付されたい．

0原稿は完全なものとして御送付願いたい．著者校正
の際における加筆訂正は認めない．

0原稿は書留郵便で下記編集室宛に送付されたい．原
稿が当編集室へ到着した日付を受付日とする．

0なお原則として原稿は返却しない．
干606京都市左京区聖護院川原町54

京都大学医学部外科整形外科教室内
日本外科宝函編集室宛

TEL (075) 751-3659 

京都市左京区聖護院川原町54

編集兼発行者 小 津 和 恵

京都市上京区下立売通小川東入

印 刷 者中西 亮

京都市上京区下立売通小川東入

印刷所 中西印刷株式会社

京都大学医学部外科整形外科学教室

発行所 日本外科宝函編集室
代表者 小津和恵

（振替口座京都←3691)

本誌に掲載された論文の無断転載を禁じます．
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一般名：フィJレクラスチム（i宣伝子組燦え）

（；旨）（蔓指）GRAN lnj.・健保適用昂

l効能効果l

＠ ・骨髄移植跨の好中球数の僧加促進

＠ 下 記疾患におけるがん化学書砧による

好中球減少症悪性リンパ腫、急性白血病

肺癌、卵巣癌、寒丸腫傷、伸経芽細胞腫

＠ 骨髄異形成症候群に伴う好中球減少症。再生不良性貧血に伴う好中iま減少症

＠ 先天性・特発性好中球減少症

l使用上の，主意1
1一般的注意

11却lのIi11.HI 'l•tR減＇.），•佐 ＇［· r,に限，ETる

二こ ,z ｛.巾'il:l:'i1！’；Li::阿JIJ'J己i血iitl世1t'!'ir
＼.匹 ~lJ lv!H中山I(l血Lいがt骨加し弘、ょう

I •,r.i 江するこI:. ・e・世!'JIのl{'/hllb'J'.められた
』日介： t ， ；~＼： ， ： fidなEの岨切な'.I!!;；百'ti:.るζt
117 ＋フ｛ラキ：，.－＞；の，曲敏 1,i1U1 白起ニる＂f ＂~竹

.；~，，仁て 3ないりで二りようなI~，｛~ に， 1i(1 I, に！~

りを小 ii し岨切なl!',;1；を Ifうニとま I~. ,f;i紋1,n
vJl(i,C.lc「，l川寸るとめに＇ f！止llJ:J'iしては！？〉な
1::1,Vd r フ i と ~I J仙台・じめ4、制による皮！荷11.止、

1.好中球を選択的にJ¥!1加させ、その機能を山jめます

2.悩化学療法ホによる好中球減少状態を速やかに

凶復させます

3. 1•｝生不良’性質 lflL（こffう好中球減少抗、 先天性

好中球減少~.ii：等においても有川です

4.副作用の i：なものは什桶と発熱です

5.使いやすいアンプル人り液剤で、す
＊悪性リンパ腫、急性白血病、肺癌、卵巣癌、事丸腫自菌、神経芽細胞腫

，.／（併をirう二tが守1；ぃ、 l IJ'A化 （＇lf.t.lによ

るIH •<R持’＇YI』ド也打に It して；1かん ft·＇（·僚il 伸l

!:l:'Ji長から牛剤'ti立りしがA化パlf.1il.J≫I始1ドl
v) j ~ '1は1!!11るニt 15•1＇＼·髄兇形成副院 Hrのフ

h却<RI{'／加l'!'fl－う柄の！日｜は1'¥・111JtL「lu11内への
fti rの危険刊が知られているこtから、4印lのf>l!
Illに除してはr.!.JI（細胞にういて in、itroてMLド
コロニーのm/Jllがdめhれないニtを侃dするよ

/:. 1i;1:2刊付随札fl血!Iii忠打（がAfヒilf.til 
Iえぴ1'i他 ftlil1 のI品介）でほ 4剤の（世川に i•r

h、ほJI（細胞に勺いてin、itrodかじより4例制

,jiによる（iilll帆細胞の明加のIr掃を附JI.するニ

とま人，ι町Jlr'Jに血成険1UW1'¥・f他｜世代をir
レ 却 4o)J('Jij11 ヵ・4められたは ｛~に.：. －！＞－押lのね

りを小rlする二t 7，小児にIiりするは｛tにa.
観照を｜分にff\•j立中に段りするニt

2次の患者には投与しないこと

い4、削..｛（Jf血のTUP<Rコロニー形成中lj,j'(l!j( 

梨市111 ：過敏Mの也円 1211'\·llU • I ’の 可 Lk が｜寸T

A’L、してL・'.t＇イ↑他竹：fl 曲11~.の正日品ぴ.f.. 111血A
＂＇に1'1111J却LRの.J!のL，れる1'＼・他刊fl 前11内的／~＼円

1次の患者には情置に投与すること

I l~句必ij＇（叫の既it歴のある·~·円

2アレルキ－J,l'Jりある＇［・r, 
4 ;11作用

I yヨ·1 '7 〆ヨ！クを起ニす同f能性， .1~；，仁できない

のてl!I＇.＇を I・,r :1n w 品が必のりれた川｛t

::.:t/:l: りを 'I• 11.L. J出切な·~ii；を’ ir フこt 2度膚

／：.~ に H'.lき 1t A カ •Jうι，われるニtヵ • Jうる 31肝臓

ときに円 COT、（，I》lu〕I¥Iカ－あらわれるよtが
ある l 消化器 ／：.~·－：／！：.心・恥 11 1 があらわれるよと

カある 日l筋・骨絡系 Hl1i1まととさに腰仙．胸

11i1. Wlf!i111i.凶あl，，，るニこかある かその他 M

I' UJll., I I/ またこさに ~u•. ~a1,1, rrt む·~＇－
~IJ/}. 11'併 l¥I 'R.11クレアチニノ l＼／カ •J,:',/,

' tるこソJある

上記以外の使用上の注意は添付文書をご覧下さい

販売元・尚HιマFヲモ

言接続損害泣
干104車京都中央区銀座2ート12

製造元

朕麟麦酒株式会社
干150事軍部容谷区神宮前6-26-1
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ヲヲ：；注射液
。好中球を選択的にt曾加させ、その機能を高めます

＠癌化学療法・による好中球減少状態を速やかに

回復させます

＠再生不良性貧血に伴う好中球減少症、先天性

好中1求減少症等においても有用です

。副作用の主なものは骨痛と発熱です

＠使いやすいアンプル入り渡剤です

一般名フィルタラスチム（遺伝子組鎮え）（箔）（妻箔JGRANlnj.・健保適用品 ＊悪性リンパ産、急性白血病、飾磨、卵巣題、重丸塵店、問経芽掘飽塵

・悶悶園田効能・効果醐醐闇

l .....骨髄移纏跨の好中原敏の僧加促進

2. ・下記疾患におけるかん化学療法による

好中球減少痘悪性リンパ腫、急性白血病

肺癌、卵巣JI‘撃丸腫2覇、F申経芽細胞腫

3. 骨髄異形成症候群に伴う好中隊減少症

4. 再生不良性貧血に伴う好中球減少症

5. 先天性・特発性好中i求減少症

l使用よの注意l
1一般的注意

I ll本月lの I~ うは併ι，，球減少tf:!t.’高に限 ，Iする
二し 12 ）本剤l'Z'1· •J• は定期的に血液検 ttを If

い、 4・ f<以上のH•！•£事（向血琢）が増加しないよう
l分必立Tる二し必要以上の噌加がdめbれた
場合11.減民、1本軍などの通切主処iRHる二t
1317ナフィラキン－＇＼ ・の過敏1.f:状が起よる＂r古E刊
は内定できないので．二のような場介には1!1~に11
’Jを＂’ 11L、i車切な処罰i'iiうこtまに過敏柏可
のIX.I止、i'f-訓するにめ仁、怯Illに際しては｜ 分も

1::i .~を iiう tt h l ：、 Jう句かじめ本剤による在府 1.( 1ι、

~耳告を i i フ二tが守！まい 、。（4 ）カ ＇A 化’戸僚tょによ

る H•!•I事減少ti'.忠 fiに片してはがん ft · j:lt(，｝.剤

投＇i-1圭から本剤を役りしがAft’i・1li法l陣llit.1i;i
の11'1· /J.避ける~ ＜。 1 5 1什髄 )11 形成1,i'候併のう
ち、非疎地加をr~う病E’l例／ J:j"f随性（J 血納への
移1iの危険性が知られているよtから、本市lの他

mに際してはt正取細胞につャてinvitroで牙球

コロニ の増加が誌の句11ないよtを確」するよ

し；51:2.仕竹筒性（1血病忠布（がAft f"jfJ,J; 

aぴ什髄移捕の場fりでは本市lの1>1:n1に光江
丸 J:i:~（細胞について in 、 itro .式験により4刑事IJ

i!tによるfl血病細胞の増加の有揮を舷dするこ

I: tた、定期的に血液検査且ぴ什髄険1tをIf

'" !t・fRのI官加が.2.められた嶋合に｛j,、本内lの11
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